
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧暦 9 月 13 日の夜を「十三夜」と呼び、十五夜同様に月を愛

でる風習があります。十三夜のころには、豆や栗の収穫期であ

ることから「豆名月」や「栗名月」とも呼ばれ、収穫を祝う意

味合いも込められるようになりました。 

月の鑑賞が盛んになると、人々は満ち欠けによって月に呼び

名を付けました。十五夜の翌日から月が出る時間が遅くなるこ

とから、十六夜（月がいざよう、ためらう様子）、立待月（立っ

て待つ）、居待月（座って待つ）、寝待月（寝て待つ）と呼び、

月を心待ちにする日本人の感性が込められています。月の満ち

欠けは、農業にも活用され、種まきや収穫時期などを決めてい

ました。 

豆名月は、美しい月を楽しむだけでなく、月見だんごや豆、

栗など季節の収穫物をお供えし、収穫への感謝を 

表す行事です。 

【吹き寄せごはん】 

 

 

 

  

【 10 月 】 

～豆名月～ 

【献立】 

吹き寄せごはん 

牛乳 

さんまの塩焼き 

白玉汁 

ま め め い げ つ 

じゅうさんや 

2023年の豆名月は 

10月 27日（金）です。 

吹き寄せごはんは、豆名月にお供えされる枝豆やさつまいもを使ったごは

んです。「吹き寄せ」とは、秋の風に吹き寄せられた落ち葉を意味していま

す。この風情を表現して、秋の味覚を盛り込んだ献立に使われます。 

 

【旬の魚 さんま】 

 

 

 

  

さんまは、漢字で「秋刀魚」と書くように、秋が旬の魚です。秋のさんま

は、最も脂がのっておいしくなります。栄養価も高く、記憶力を高める

DHA や EPA、カルシウムの吸収を助けるビタミン D を豊富に含む魚です。 

 

いざよい たちまちづき 

いまちづき ねまちづき 

和食 


